
　国内最大級の宝飾産業のB2B展示
会「ジャパンジュエリーフェア（JJF）」
を、9月1日～3日の3日間、今年に限り、
山梨県甲府市にあるアイメッセ山梨で
開催すると、主催者であるインフォーマ
マーケッツジャパン㈱（informa）と一
般社団法人日本ジュエリー協会（JJA）
が共同で記者会見を2月5日に開いた。
　初の試みとなるジュエリー産地・山
梨での開催は、東京オリンピック・パラ
リンピックの影響により、8月の東京で
の開催は不可能である上、昨年のJJF
の延期（中止）に続き2年連続での中
止はなんとしても避けたいという考えか
ら決断されたもの。
　JJA小山藤太会長が「唯一実現の
可能性を見出したのが、9月の山梨開
催です。現状考えられるベストチョイ
ス」としたように、山梨県のJJA会員数
は東京に次ぐ2位であり、ジュエリー製
造の地場産業としても日本国内の中心
的存在且つ、世界にも認知されつつあ
る場所として、JJF開催に相応しい。

　JJF開催に向け、
東京オリンピック・
パラリンピックの開

催により国内の移動と海外からの人の
往来が可能となり、購入意欲の高いバ
イヤーが多く押し寄せることが期待さ
れているだけではなく、「山梨県や甲府

市の協力を賜りながら、展示会と連動
した観光誘致プログラムを企画、ジュ
エリーの産地だからこそできる工場見
学や体験ツアーなども実施予定です。
また業界団体との専門性の高いセミ
ナーの開催や交流の場を設けることに
より、若手人材育成にも繋げます。最新
の情報やノウハウを共有する場として
業界の活性化に貢献します」とinfor-
maのクリスタファー・イブ社長が説明
した通り、クリスマス商戦に向けた国内
バイヤーとの商談の機会を作るに留ま
らず、トレードショーと連動することで
山梨県の地場産業を盛り上げつつ、海
外バイヤーに興味を持ってもらえる場

所としての「山梨」、ひいては日本のジュ
エリー産業を活かすチャンスに繋がる
ことも想像に難くない。
　海外での多くの国際展示会は、のど
かな地方都市という形容がふさわしい
地で開催されていることが多い。山梨
県は南アルプスなどの山々に囲まれた

日本一の渓谷美とも称される昇仙峡を
有する地方都市であり、伝統技術を引
き継いだ多くの職人やメーカーが軒を
連ね、ジュエリー生産量日本一を誇っ
ている。
　また、JJFの揺るがぬコンセプトであ
る「B2Bトレードショー」であることと、9
月の香港ショー（9月17日からスター
ト）と連動するための「スケジュール重
視」も考慮された結果となっている。例
年通り、「JJAジュエリーデザインア
ワード」「ジュエリーコーディネーター
接客コンテスト最終審査・表彰式」
「JJF業界セミナー」なども同時開催さ
れる。

　来場者の動員対策としても、海外バ
イヤーをはじめ、国内バイヤーに対して
も各都市とのシャトルバス運行をはじ
め、ホテルや自動車移動に対するイン
センティブなどを用意する予定としてい
る。
　今後正式な出展申し込みが開始さ
れるが、アイメッセ山梨は東京開催より
も規模が小さくなり、300小間215社
（通常400社）を予定する。出展費用も
かなり安く設定されることが予想され、
負担は少なくなるようだ。想定としては
5月末が出展締切で、キャンセル料は5
月から7月末までが50％、それ以降は
100％発生する。
　最後にイブ社長は「コロナ禍におい
ても、海外バイヤーのみならず、クリス
マス商戦に向けた国内バイヤーとの商
談の機会をつくるために、大型展示会
は効果的且つ効率的な場として活用さ
れます。また、新しい生活様式に対応し
た商談展示会（B2Bトレードショー）と
して、来場者、出展社、そして私ども主
催者が一丸となり安全対策を講じ、安
心な商談環境を提供できるよう努めて
まいります」と意気込みを語った。

　クリエイターやアー
ティストの為のプラット
フォーム「rooms」を運
営するアッシュ・ペー・
フランスが、日本各地
の作り手とファン層の
交流を通して地域活
性を図る、大型マー
ケットイベント「rooms 
JOURNEY」を発表。
初回は、大阪・阪急う
めだ本店9階にて、6月
2日～7日の6日間開催
する。
　20年以上、国内外
のクリエイターたちを
発信するビジネスマー

ケットを牽引し続けたrooms
は、合同展示会に留まらず、よ
り多くの人にクリエイターを
届けるため、買いものを中心と
した大型マーケットイベント
「rooms JOURNEY」をス
タートする。
　初回のテーマは『GOOD
FOR THE FUTURE』。普段

の暮らしのGOODな気づきを提案す
る『GOOD FOR THE FUTURE』は、
阪急うめだ本店が2019年から掲げる
大切なテーマ。
　roomsはこのテーマに共感し、初と
なるrooms JOURNEYを阪急うめだ
本店とタッグを組んで開催することに
した。
　様々な土地で生まれたクリエイティ
ブでサステナブルな思想や文化、アイ
デアを皆に持ち帰ってもらえることを目
指した、買い物を中心としたイベントを
予定する。
 参加ブランドと顧客、そしてroomsと
阪急百貨店の4者が交わることで、
“GOODな気づき”の共感のコミュニ
ティを生み出す。

　JJAの理事会の中で、環境省のホー
ムページに記載された「不思議な水銀
の話」の中のページ「エシカルジュエ
リーを選ぶ意味」において、金地金およ
びダイヤモンド流通に関して消費者誤
認に繋がる可能性のあることが問題と
して上がり、JJA総務委員会との連携に
て、日本金地金流通協会より「日本国内
の貴金属の健全性に関する事実」及び
「ダイヤモンドの99.8％がコンフリクトフ
リーである事実」
を環境省に申し
入れたと報告さ
れた。また、国内
で流通している

金地金については、金地金の
信用を維持するための世界的
な団体であるLBMAより、日本

国内大手業者11社が倫理的な貴金属
取引業者としての認証を取得しており、
国内で流通している金地金は安心・ク
リーンであると報告されている。
　日本真珠振興会とのパールキャン
ペーンにおいては、キャンペーン用漫
画制作とスマホ用サイトが準備中で、
来年度の事業として同振興会とのコラ
ボ企画を、若い世代への情報発信に力
を入れ、引き続き実施予定としている。
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JJFを今年限り山梨で9月に開催
B2Bコンセプトとスケジュールを重視

　「第31回技能グランプリ」が2月19日
～22日に愛知県で開催される。

　ジュエリー
製作の競技
「貴金属装身
具」は、愛知
県国際展示
場Aichi S -

ky Expoで行われる。今大会は新型コ
ロナウイルス感染症の拡大防止のため

無観客での開
催となり、大会
の様子は動画
配信される予定
となっている。
　なお、同大会

運営には一般社団法人日本ジュエリー
協会（JJA）が協力しており、JJAからの
派遣委員として、運営委員＝西田良洋氏
（JJA前理事）、競技委員＝岡内太郎氏
（主査・JJA技術者育成支援委員）、土屋
昌明氏（同）、臼倉信吾氏、吉澤崇幸氏
が現地で協力する。また、JJA技術者育
成支援委員会として、「ものづくり」に対
する関心を高め、技術大会への参加者
を増やし、ひいては日本のジュエリーの
品質を維持向上させるため、2015年度
より表彰制度を設け、上位入賞者に報
奨金（金賞：30万円、銀賞：20万円、銅
賞：10万円）を授与する予定にしている。

　同大会の目的は、熟練技能士が技
能の日本一を競う大会として、技能の
一層の向上を図ることともに、広く国民
一般に対して技能の重要性、必要性を
アピールすることにある。

無観客でも、動画配信で選手を応援

パールキャンペーンを継続
引き続き若い世代へ情報発信

技能の重要性と必要性を広める
「第31回技能グランプリ」が愛知で開催
JJAも運営協力

開催は9月1日～3日、アイメッセ山梨
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　コロナ禍による苦しい状況が続くと思われますが、今できることをコツコツと増やして売上を作っていかねばなりません。
こんな時こそ笑顔でいたいですね。楽しかったこと、良かったこと、疑問に思うこと、困ったこと、助けたいことなどを業界の
仲間たちと共有しませんか。人への親切がまわり巡ってくるように、ポジティブになることが求められています。
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